
※別様式の総括表で提出する場合でも、花巻市から送付した総括表（記載は不要）を添付して提
出してください。ただし、eLTAXで提出する場合は添付は不要です。

給与支払報告書（総括表）の記載上の留意点について

❶ 法人は法人番号（13桁）を記載。個人事業主は、左を1マス空けて右

詰めで個人番号（12桁）を記載。

➋ 印字している内容（名称や所在地等）に修正があれば朱書きで訂正

（訂正印は不要）。

➌ 令和８年１月１日現在において給与等の支払いを受けている者（他市

町村に提出する人員も含む）の総人員を記載。

➍ 「花巻市報告人員」

花巻市に対し、「給与支払報告書（個人別明細書）」を提出する人員

（枚数）を延べ人数で記載。なお、内訳については、次の説明のとおり

とする。

○特別徴収対象者

令和８年１月１日現在において給与等の支払いを受けている者で、

令和８年度に住民税を給与から天引きする者の人員を記載。

○普通徴収対象者（退職者）

普通徴収の対象となる人員のうち退職者（令和７年中の退職者及

び令和８年１月１日時点で在職しているが５月31日までに退職予定

の人員）を記載。

○普通徴収対象者（退職者を除く）

退職者を除く、普通徴収の人員を記載。

※普通徴収の人員がいる場合は、別紙『特別徴収不可能分

仕切紙（退職者等）』の添付が必須となります。

○報告人員の合計

上記内訳の合計人員を記載。「給与支払報告書（個人別明細）」

の提出枚数と一致。

➎ 住民税特別徴収について、納入書を使用して納入する場合は「要」を

○で囲む。

給 与 の 支 払 方 法

及 び そ の 期 日

口座払い

25日
氏名　　石鳥谷　夏太郎

（電話　　111-222-3333　　）

関 与 税 理 士 氏 名

冬花巻税理士事務所

納 入 書 の 送 付 要　　・　　不要氏名　　東和　秋太郎

（電話　　444-555-6666　　）

給 与 支 払 者 が

法 人 で あ る 場 合

の 代 表 者 の 氏 名

代表取締役

　大迫　春太郎

報告人員の合計 36 人

所 属

税 務 署 名
花巻 税務署

連 絡 者 の 氏 名 、

所 属 課 、 係 名

及 び 電 話 番 号

総務課　　　　給与係

5 人

同 上 の 所 在 地
花巻市○○○町

１地割1番地1 普通徴収対象者
（退職者を除く）

1 人

人

所 得 税 の 源 泉 徴 収

を し て い る 事 業 所

又 は 事 業 の 名 称

有限会社花巻商事

花

巻

市

報

告

人

員

特別徴収対象者 30 人

フ リ ガ ナ ﾊﾅﾏｷｼ○○○ﾁｮｳ1ﾁﾜﾘ1ﾊﾞﾝﾁ1 普通徴収対象者

（退職者）

1

フ リ ガ ナ カブシキガイシャハナマキショウジ

事 業 種 目 不動産業
給 与 支 払 者 の

氏 名 又 は 名 称
有限会社花巻商事

受 給 者

総 人 員
50

7 6 5 4 3 2

給 与 の 支 払 期 間 令和　７年　１月から１２月分まで

給 与 支 払 報 告 者 の

個 人 番 号 又 は 法 人 番 号
3 2 1 0 9 8

給与支払報告書（総括表）

区分 指定番号

２ ８７６５４３２

令和　　８年　　１月　　２６日提出

株式会社

株式会社

１

２

３

５

４



内 円 円 円 内 円

円 人 従人 内 人 従人 人 従人 人 従人 人 内 人 人 人

円 内 円 円 円 円

※再提出の場合は、『追加分』または『訂正分』と朱書きで記載。

円 円 円 円 円

年 月 日 円

円 年 月 日 円

円 円 円

円 円

※個人別明細書様式は、同封しておりません。花巻市ホームページからのダウンロードまたは、窓口にてお受け取りください。 花巻市のホームページは、右のQRコードからもアクセスできます。

記載内容の詳細は、国税庁作成（ホームページに掲載）の「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」（以下、「手引」という。）及び「年末調整のしかた」をご覧ください。

※ ※種　　別 ※整　理　番　号 ※

05 6 7 8 9 0（個人番号） 0 1 2 3 4

（受給者番号）

　　　　岩手県花巻市●●●町１００－１
給

与

支

払

報

告

書

（

個

人

別

明

細

書

）

(役職名)

氏

　

名

（フリガナ） 　　ハナマキ　タロウ

花巻　太郎

種　　　　　　　　別 支　　払　　金　　額 給与所得控除後の金額 所得控除の額の合計額 源　泉　徴　収　税　額

給与・賞与 6,847,500 5,062,750 5,059,846 0

1

有 従有

380,000 1 1

　　(源泉) 控除対象配偶者
配 偶 者 （特 別）

控  除  の  額

控　除　対　象　扶　養　親　族　の　数

（　　配　　偶　　者　　を　　除　　く　　。　）

16歳未満

扶養親族

の数

障　害　者　の　数

（ 本 人 を 除 く。 ）

非居住者

である

親族の数　　の有無等 老人
特　定 老　　　人 その他 特　親 特　　別 その他

支　払

を受け

る　者

住

所

※区分

630,000 120,000 50,000 100

（摘要）

1

特定親族特別控除の額 社会保険料等の金額 生命保険料の控除額 地震保険料の控除額 住宅借入金等特別控除の額

1 2○ 1 1

住（特）

1

　　　　前職：　㈱岩手　令和7年3月31日退職
　　　　支払金額　1,500,000円　社会保険料150,000円　源泉徴収税額100,000円

生命保険料の金

額の内訳

新生命保険料

の金額

旧生命保険料

の金額
100,000

介護医療保

険料の金額
100,000

新個人年金

保険料の金額

旧個人年金

保険料の金額
100,000

909,846

住宅借入金等

特別控除可能額
100,000

居住開始年月日

（2回目）

住宅借入金等特別

控除区分（2回目）

住宅借入金等

特別控除適用数
1

居住開始年月日

（1回目）
2 5 5

住宅借入金等特別

控除区分（1回目）

国民年金保険

料等の金額

旧長期損害

保険料の金額
50,000氏名 花巻　はな子

住宅借入金等

年末残高（2回目）

（フリガナ） ハナマキ　ハナコ 区

分
〇 配偶者の

合計所得
100,000

2 基礎控除の額
所得金額

調整控除額
1

住宅借入

金等特別

控除の額

の内訳

住宅借入金等

年末残高（1回目） 10,000,000

控

除

対

象

扶

養

親

族

等

1

（フリガナ） ハナマキ　イチロウ 区

分

6 7 8 9 0個人番号 1 2 3 4 5

(源泉・特別)

控除対象

配偶者

2

個人番号 0 1 2 3 4

5人目以降の控除対象

扶養親族等の個人番号氏名 花巻　一郎 氏名 花巻　五郎

1

6

歳

未

満

の

扶

養

親

族

1

（フリガナ） ハナマキ　ゴロウ 区

分

1 個人番号 0 1

（フリガナ） ハナマキ　ジロウ 区

分
01

2 3 4 5 6 75 6 7 8 9 0

区

分氏名 花巻　次郎 氏名

個人番号

8 9 0 5

0 1 2 3 4 5

2

（フリガナ）

6 7 8 9 0 2

5人目以降の16歳未満

の扶養親族の個人番号個人番号 0 1 2

個人番号

3

（フリガナ）
区

分

5 6 7 8

氏名 花巻　三郎 氏名

4

（フリガナ） ハナマキ　シロウ 区

分
10

4

9 0 3 個人番号3 4

（フリガナ）

3

（フリガナ） ハナマキ　サブロウ 区

分

区

分氏名 花巻　四郎 氏名

個人番号 8 9 0 40 1 2 3 4 5

（フリガナ）
区

分

個人番号6 7

（

市

町

村

提

出

用

）

氏名 氏名

個人番号

昭和

　花巻市○○○町１－１－１

9 9 9 9 5 4

5

（フリガナ）
区

分
5

年 月

未

成

年

者

外

国

人

死

亡

退

職

災

害

者

乙

欄

本人が障碍者

個人番号

日
特

別

そ

の

他

就職 退職 年 月

寡

婦

ひ

と

り

親

勤

労

学

生

中途就・退職 受　給　者　生　年　月　日

日 元号

40 4 4

支

　

払

　

者

個人番号又は

法人番号
9 9 9 9

〇 7 4 1

氏名又は名称 　株式会社花巻商事 111-222-333
（電話）

3 2 1 （右詰めで記載してください。）

住所（居所）

又は所在地

8

11

12

13

14

15

16

17

18

10

給与支払報告書（個人別明細書）の記載上の留意点について

❿ 令和８年１月１日現在の住所地、中途退職者は退職時点での住所地を記載。

※他市町村に提出すべき対象者の報告書が、当市に送付される事例が見受けられますので

ご注意ください。

⓫ 受給者の個人番号（マイナンバー）を正確に記載。

⓬ フリガナは正確に記載し、姓と名は１文字空ける。

⓭ 前職分を含めて年末調整した場合は、前職支払者の名称、支払金額、源泉徴収税額、社

会保険料、退職年月日を記載。

給与支払報告書を提出後、内容に追加や訂正があった場合は、摘要欄に「追加分」または

「訂正分」と朱書きして、再提出してください。

⓮ 生命保険料控除額がある場合は、生命保険料の内訳を必ず記載。

⓯（源泉・特別）控除対象配偶者及び扶養親族（16歳未満も含む）の氏名、フリガナ、個

人番号（マイナンバー）を記載。

・控除対象配偶者が非居住である場合は、区分欄に「〇」を記載。

・控除対象扶養親族が非居住者である場合は、区分欄に「０１～０４」の該当する数字を

記載。

・16歳未満の扶養親族が国内に住所を有しない場合は、区分欄に「〇」を記載。

また、特定親族特別控除の適用を受けた場合は、特定親族各人別の控除額に応じて、区

分欄を次のように記載。

・特定親族が居住者の場合、「１０～９０」の該当する数字。

・特定親族が非居住者の場合、「１１～９１」の該当する数字。

※区分の詳細については、国税庁作成の手引 ８ページを参照。

⓰ 基礎控除額は、「給与所得者の基礎控除申告書」から転記。

⓱ 所得金額調整控除の適用を受けた場合は、その額を記載する。23歳未満の扶養親族又は

特別障害者である同一生計配偶者もしくは扶養親族で適用がある場合は、⓭（摘要）の欄

に、名前を記載。ただし、⓯で記載している場合は省略できる。

※適要の欄の詳細については、国税庁作成の手引 ９ページを参照。

⓲ 生年月日は正確に記載。

９

➒ 特別徴収税額通知（納税義務者用）を電子データで受け取りを希望する事業所は、受給

者番号の記載が必須。

 


